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 松 本 盆 地 三 川 合 流 部 （ 犀 川 ・ 高 瀬 川 ・ 穂 高 川 ） 付 近 の 犀 川 右 岸 旧 明 科 町 の 一 部 わ

さ び 田 に お い て ， 平 成 1 0 年 7 月 と 平 成 1 9 年 2 ～ 3 月 に 湧 水 が 枯 渇 す る 現 象 が 発 生

し た ． 当 該 箇 所 は 日 本 有 数 の わ さ び 栽 培 地 域 で あ る こ と か ら ， 地 元 産 業 に 対 す る 影

響 が 大 き く ， 三 川 合 流 部 に お け る 湧 水 環 境 を 保 全 す る こ と は 重 要 な 課 題 で あ る と い

え る ． 本 研 究 で は ， 地 下 水 位 の み で な く 地 下 水 温 も 再 現 で き る 高 度 な 地 下 水 シ ミ ュ

レ ー シ ョ ン を 行 い ， 地 下 水 流 動 機 構 を 把 握 す る も の で あ る ．  

ま ず ， 三 次 元 飽 和 ・ 不 飽 和 浸 透 流 と 熱 移 動 の 連 成 解 析 コ ー ド S W A T E R を ， 解 析

用 途 に 応 じ て 異 な る 要 素 を 用 い る 2 パ タ ー ン 構 築 し た ． 各 コ ー ド を そ れ ぞ れ

S W A T E R 3 d i（ ア イ ソ パ ラ メ ト リ ッ ク 要 素 ） ， S W A T E R 3 d p （ プ リ ズ ム 要 素 ） と 呼

ぶ ． こ れ ら コ ー ド の 精 度 検 証 の た め ， 既 往 研 究 で あ る 熱 対 流 実 験 の 実 験 条 件 で 数 値

解 析 を 行 い ， 実 験 結 果 と 比 較 す る ． ま た ， 既 往 の 研 究 で あ る 二 次 元 熱 移 動 解 析 コ ー

ド t c o n 2 を 用 い た 同 様 の 実 験 の 再 現 計 算 結 果 と も 比 較 を 行 っ た ．  

次 に ， 松 本 盆 地 三 川 合 流 部 の 地 下 環 境 形 成 機 構 の 再 現 に 当 た り ， 地 形 特 性 の モ デ

ル 化 が 不 可 欠 で あ る こ と か ら ， S W A T E R 3 d i を 適 用 し ， 数 値 解 析 を 行 っ た ． 具 体 的

に は ， 地 下 水 位 一 斉 現 地 観 測 結 果 と 自 然 条 件 を 用 い て 境 界 条 件 を 与 え ， 観 測 期 間

（ H 2 1 / 6 / 3 0 ～ H 2 2 . 1 0 . 1 3 ） の 地 下 水 位 の 再 現 計 算 を 行 う ． そ し て ， 地 下 水 面 が 再 現

で き た 解 析 モ デ ル を 用 い て ， 河 川 涵 養 量 を 変 化 さ せ る 感 度 解 析 に よ り ， 周 囲 の 地 下

水 温 に 与 え る 影 響 を 評 価 す る ． 本 研 究 に よ っ て 得 ら れ た 知 見 を 以 下 に 述 べ る ．  

（ 1 ）  熱 対 流 実 験 の 実 験 条 件 を 用 い て S W A T E R 3 d i と S W A T E R 3 d p に よ る 数 値 計 算 を

行 っ た と こ ろ ， 実 験 結 果 に 対 し て ， 温 度 分 布 に 多 少 の ず れ は 認 め ら れ た も の

の ， 熱 対 流 現 象 に つ い て は ほ ぼ 正 確 に 表 現 で き る こ と が わ か っ た ．  

（ 2）  三 川 合 流 部 に お け る 地 下 水 位 再 現 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で は ， 河 川 水 の 伏 没 現 象

を 地 下 水 流 動 モ デ ル に 考 慮 す る こ と で ， 観 測 期 間 中 の 地 下 水 位 年 間 変 動 を 再

現 す る こ と が で き た ．  

（ 3）  河川涵養量が周囲の地下水温に与える影響を評価するために感度解析を行った結果，河川

涵養量が大きくなると，河川涵養境界近傍の R3， R5 の地下水温が低温側にシフトすること

がわかった．しかし，河川涵養量 100m3/s を与えても計算値が観測値まで低下しないこと

から，地層の再現性の向上や適切な透水係数を与えたシミュレーションを行わなければ，

地下水温の再現は難しいと考えられる．  
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